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―Grutter v. Bollinger 判決―



























































この ₃ つの判決は、いずれも ₅ 対 ₄ の僅差の判決であったが、その後
メトロ判決で多数だった裁判官の退職などもあり、ワシントン州やカリ
フォルニア州でのアファーマティブ・アクションに対する反対法案など
6） Jonson v. Transportation Agency, ₄₈₀ U.S.₆₁₆. （₁₉₈₇） 
7） 「合衆国最高裁判所の積極的平等施策に対する ₂ つのアプローチ～メトロ対連邦




9） City of Richmond v. J A Croson, ₄₆₈ U.S.₄₆₉. （₁₉₈₉）
10） Metro Broadcasting v. FCC. （₁₉₉₀）　前掲注 ₇ ）
11） Adarand Constructors inc. v. Pena, ₅₁₅ U.S.₂₀₀. （₁₉₉₅）　［積極的平等施策と合衆国最



























13） Gratz v. Bollinger, ₅₃₉ U.S.₂₄₄. （₂₀₀₃）













者の人種を考慮するよう指示していた。Id., at ₂₀₆a. シュルズは証言した、
入学シーズンに、彼はしばしばいわゆる「日誌」の相談する、住居の状
況やジェンダーのような他の情報と一緒に人種や民族のクラスの構成の







Id., at ₂₀₈a-₂₀-a. ムンゼルはクリチカルマスを構成するのは数でも比率で
も分類した数でも比率でもないといった。Id., ₂₀₉a. ムンゼルは、また彼
女は応募者の人種を考慮しなければならない、というのは過少なマイノ












































































14） ₁₂₃ S.Ct. ₂₃₂₅, at ₂₃₃₃-₂₃₃₅. （₂₀₀₃）














































































16） ₁₂₃ S.Ct. ₂₃₃₁-₂₃₃₂. （₂₀₀₃）
17） ₁₂₃ S.Ct. ₂₃₃₁-₂₃₃₂. （₂₀₀₃）
18） ₁₉₈₇年から₁₉₉₄年までロー・スクールの長であり、₁₉₉₆年から₂₀₀₂年までミシ
ガン大学の学長であった。


























20） ₂₈₈ F. ₃d ₇₃₂.
21） ₁₂₃ S.Ct. ₂₃₂₅-₂₃₄₇.
























23） Regent of the University of Califirnia v, Bakke, ₄₃₈ U.S.₆₅, ₉₈ S.Ct. ₂₇₃₃. （₁₉₇₈）
24） ₄₃₈ U.S., at ₃₂₅, ₉₈ S.Ct. ₂₇₃₃.
25） Id., at ₄₀₈, ₉₈ S.Ct. ₂₇₃₃.

























27） Id., at ₃₁₃, ₃₁₄, ₉₈ S.Ct. ₂₇₃₃.
28） Id., at ₃₁₃, ₉₈ S.Ct. ₂₇₃₃.
29） Id., at ₃₁₅, ₉₈ S.Ct. ₂₇₃₃.
30） ₉₈ S.Ct. at ₂₃₃₅.₂₃₃₇.
31） Adarand Constructors, Inc. v. Pena, ₅₁₅ U.S. ₂₀₀, ₂₂₇, ₁₁₅ S.Ct. ₂₀₉₇, ₁₃₂ L.E.d.₂d ₁₅₈.

























32） ₉₈ S.Ct. at ₂₃₃₇-₂₃₃₈.
33） See, e.g., Bakke, ₄₃₈ U.S., at ₃₁₉.n.₅₃, ₉₈ S.Ct. ₂₇₃₃. （パウエル裁判官の意見）





クールは、多くの国の指導者のための訓練を代表するので、Sweatt v. Paiter, 













十分柔軟でなければならない。Id., at ₃₁₇ ₉₈ S.Ct. ₂₇₃₃. 大学は一定の人種
または民族のグループの人々のためのクオータを作ったり別の入学の道
に彼らをおいたりすることはできないことが結果として起こる。See id., at 




な特色とする方法でない。See id, at ₃₁₇, ₉₈ S.Ct. ₂₇₃₃. ロー・スクールは、
それぞれの応募者のファイルを高度に個別的に、全体的な再考で取り
35） ₉₈ S.Ct. at ₂₃₃₈-₂₃₄₁.





的などちらかの方針があるわけではない。Gratz v. Bollinger, post, ₅₃₉ U.


























て禁じられないので、申請人の Title Ⅶ及び §₁₉₈₁に基づく法律上の訴え
も棄却される。上述の、バッキ判決、at ₂₈₇, ₉₈, S.Ct. ₂₇₃₃ （（パウエル裁判
官の意見） General Building constractors Assen,Inc. v. Pennsyvania, ₄₅₈ U.S.₃₇₅, 

















36） ₉₈ S.Ct. at ₂₃₄₁-₂₃₄₇.
37） Id., at ₂₃₄₇.
38） Id., at ₂₃₄₇-₂₃₄₈.
39） Id., at ₂₃₄₈-₂₃₅₀.

















































41） Id., at ₂₃₆₅-₂₃₇₀.
42） id., at ₂₃₇₀-₂₃₇₄.
43） ₄₃₈ U.S. ₂₆₅, ₉₈ S.Ct. ₂₇₃₃; ₅₇ L.Ed.₂d ₇₅₀ （₁₉₇₈）.
44） Id., at ₃₂₅, ₉₈ S.Ct. ₂₇₃₃. （ブレナン、ホワイト、マーシャルおよびブラックマン
裁判官の共同意見、一部判決に補足および ₁ つ反対意見）
















































46） Bakki, ₄₃₈ U.S., at ₂₈₉-₂₉₀, ₉₈ S.Ct. ₂₇₃₃.
47） Id., at ₃₀₆-₃₀₇, ₉₈ S.Ct. ₂₇₃₃.
48） Id., at ₃₁₀, ₉₈ S.Ct. ₂₇₃₃.
49） Id., at.₃₀₄, ₃₁₀, ₉₈ S.Ct. ₂₇₃₃.
50） 松井茂記『アメリカ憲法入門（第 ₇ 班）』有斐閣（₂₀₁₂年）₃₉₇-₂₉₈頁
51） Id., at ₃₁₁, ₉₈ S.Ct. ₂₇₃₃.






















52） Id., at ₃₁₃, ₉₈ S.Ct. ₂₇₃₃ （Keyishian v. Board of Regents of Univ, OF State of N.Y., ₃₈₅ 
U.S. ₅₈₉, ₆₀₃, ₈₇ S.Ct. ₆₇₅, ₁₇ L.Ed.₂d ₆₂₉ （₁₉₆₇（引用）「₄₃.
53） ₃₈ U.S., at ₃₁₃, ₉₈ S.Ct. ₂₇₃.
54） Id., at ₃₁₄, ₉₈ S.Ct. ₂₇₃₃.





用されることになった57）。e.g.Johonson v. Board of Regents of Univ. of Ga.₂₆₃ 
F.₃e ₁₂₃₄ （C.A.₁₁ ₂₀₀₁）（パウエル裁判官の多様性原理はその裁判所の判示
でなかった）；Hopwood v. Texas ₂₃₆ F.₃d ₂₅₆, ₂₇₄-₂₇₅ （C.A.₅ ₂₀₀₀）
（Hopwppd Ⅱ）（同じ）；Hopwood Ⅰ、₇₈ F.₃d₉₃₂ （C.A.₅ ₁₉₉₆）（同じ） with 





することの有益であると思えない。Nichols v. United States, supra, at ₇₄₅ 








56） ₃₀ U.S., at ₁₉₃, ₉₇ S.Ct. ₉₉₀.
57） Nichols v. United States, ₅₁₁ U.S. ₇₃₈, ₇₄₅-₇₄₆, ₁₁₄ S.Ct. ₁₉₃₂, ₁₂₈ L.Ed.₂d ₇₄₅. （₁₉₉₄）
























58） darand Construction, Inc. v. Pena, ₅₁₅ U.S.₂₀₀, ₂₂₇, ₁₁₅ S.Ct. ₂₀₉₇, ₁₃₂ L.Ed.₂d ₁₅₈. 
（₁₉₉₅）
59） ovomg v. Virginia, ₃₈₈ U.S.₁, ₁₁, ₈₇ S.Ct. ₁₈₁₇, ₁₈ L.Ed.₂d ₁₀₁₀. （₁₉₆₇）







































年 応募者 AA 応募者 ％ 合格者 AA 合格者 ％
1995 4247 404 9.7％ 1130 106 9.4％
1996 3677 342 9.3％ 1170 108 9.2％
1997 3429 320 9.3％ 1218 101 8.3％
1998 3537 304 8.6％ 1310 103 7.9％
1999 3400 247 7.3％ 1280  91 7.1％
2000 3432 259 7.5％ 1249  91 7.3％
ヒスパニックの応募者入学者
年 応募者 HI 応募者 ％ 合格者 HI 合格者 ％
1995 4247 213 5.1％ 1130 56 5.0％
1996 3677 186 5.1％ 1170 54 4.6％
1997 3429 163 4.8％ 1218 47 3.9％
1998 3537 150 4.2％ 1310 55 4.2％
1999 3400 152 4.5％ 1280 48 3.8％




年 応募者 NA 応募者 ％ 合格者 NA 合格者 ％
1995 4247 45 1.1％ 1130 14 1.2％
1996 3677 31 0.8％ 1170 13 1.1％
1997 3429 37 1.1％ 1218 19 1.6％
1998 3537 40 1.1％ 1310 18 1.4％
1999 3400 25 0.7％ 1280 13 1.0％
2000 3432 35 1.0％ 1249 14 1.1％
